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細胞数におけるKi67陽性細胞数の比をlabeling indexとし、比較検討した。その結果、UCの虫垂では非常に
多くのKi67陽性単核球を認め、その分布は集塊を形成することなくびまん性であった。それに対し、他群の虫
垂ではKi67陽性単核球は胚中心にほぼ限局して認められた。UCの虫垂粘膜では他群と比べて、多数のCD19陽
性細胞およびCD138陽性細胞がKi67により標識されており、labeling indexは、CD19陽性細胞において、8.1%
（クローン病3.9%、急性虫垂炎2.8%、健常1.6%）CD138陽性細胞において、13.9%（クローン病3.1%、急性虫
垂炎2.8%、健常3.3%）と高値であった。また寛解期のUCでも、同様にCD19, CD138陽性細胞に対するindex
が他群より有意に高い値を示した。CD20陽性細胞はほとんどKi67により標識されなかった。 
 以上より、UCの虫垂において、表面形質CD19＋CD20－のアブノーマルなBリンパ球が著明に増殖しており、
形質細胞へ最終分化している可能性が考えられた。またこれが、寛解期においても認められることから、虫垂
におけるこの細胞群がUCの病因・病態に対し、大きく関与していることが示唆された。 
 この成績は、虫垂における免疫異常がUCの病因・病態に関与することを示唆する貴重な成績であることから、
著者は博士（医学）の称号を授与されるに値するものと判定した。 
 
